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DSO参加機関からの開催案内
■産業技術総合研究所

【日 時】2023年10月24日（火） 13：30 – 16：45
2023年11月  1日（水） 13：30 – 16：45

【行事名】大学院生・ポスドクのための産総研紹介と在職女性研究者との懇談会
【方 法】オンライン（Zoom）
【対 象】大学院生・ポスドクの方（各日４０名程度）
【内 容】７つの研究領域の女性研究者との懇談会、産総研の制度紹介
【申 込】〆切：10/19（10/24開催分）、10/26（11/1開催分）
【主 催】産業技術総合研究所 イノベーション人材部 ダイバーシティ推進室

大学院生・ポスドクのための産総研紹介と
在職女性研究者との懇談会２０２３

産業技術総合研究所では、大学院生やポ
スドクの方を対象とした産総研紹介および
在職する女性研究者との懇談会をオンライ
ンにて開催いたします。
産総研の紹介では、７つの研究領域につ

いて、どのような研究を行っているかなど
のガイダンスと共に、人事や採用に関する
概要説明を予定しています。
また、女性研究者との懇談会は、少人数

ごとにブレイクアウトルームに分かれる形
式で、研究内容からプライベートまで懇談
していただく予定です。なお、女性研究者
は、7つの研究領域から1名ずつ参加予定と
なっており、様々なバックグランドの研究
者と話すことで、参加者が将来的に公的研
究機関の研究者として活躍することをイ
メージしていただく機会となることを期待
しております。
開催は10月24日と11月1日の2日間を予

定しております。両日とも同じプログラム
となりますが、参加する女性研究者が異な
ります。下記の公式Webに女性研究者情報
が掲載されておりますので、ご希望の開催
日にてご応募ください。なお、両日ともに
参加することも可能です。皆様のご参加を
心よりお待ちしております。

【公式Web】
https://www.aist.go.jp/aist_j/information/diversity/events/231024_event.html

https://www.aist.go.jp/aist_j/information/diversity/events/231024_event.html
https://www.aist.go.jp/aist_j/information/diversity/events/231024_event.html
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DSO総会・懇話会の開催報告
■ＤＳＯ事務局

令和５年度 ＤＳＯ総会・第１回ＤＳＯ懇話会

令和5年度DSO総会が9月26日にオンライン開催されました。総会には12機関が出席し、以下の議事
について報告・承認されました。
◇議事
１．DSO新規入会機関（国立研究開発法人情報通信研究機構）の紹介
２．令和4年度活動報告
３．令和5年度活動計画（案）
４．つくば女性研究者支援協議会との連携について

また、新会長には 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森谷克彦理事が選出されました。

第１回DSO懇話会では、参加機関は合計10機関となり、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合
研究機構の竹田理事による開会挨拶に続いて、申込時に実施した事前アンケート結果を共有しました。
アンケート回答にご協力いただきました皆様にはこの場をお借りして感謝申し上げます。発表は以下
３つのセッションに分類し、各セッションごとに発表および質疑応答の形式で進めさせていただきま
した。
・セッション１： 超過勤務縮減のための取組みついて、リスキリングに関する取組みについて
・セッション２： 育児支援のための取組みについて
・セッション３： 介護支援のための取組みについて
セッション１の超過勤務縮減のための取組みについては、オンライン会議を始めとしたデジタル技

術の積極的な活用や、上司からの声掛けなどの効果により超過勤務は年々減少傾向にあることが報告
されました。一方で、ノー残業デーの形骸化防止や予算不足によるDX推進の遅れなどが課題であるこ
とが挙げられました。また、リスキリングに関しては、デジタルスキルやコミュニケーションスキル
の研修などの実施状況や、協働大学院制度を活用した学位取得支援などについて報告がありました。
セッション２およびセッション３の育児支援および介護支援のための取組みについては、時短勤務や
子の看護休暇などの制度内容や利用状況について各機関より報告があり、また、制度の種類や活用方
法について、どのような周知活動が実施されているか情報共有されました。最後に国立研究開発法人
物質・材料研究機構の福井理事よりご挨拶をいただき閉会となりました。

【日 時】2023年9月26日（水）13:30~15:45
【行事名】令和5年度 ＤＳＯ総会、第１回 ＤＳＯ懇話会
【対 象】DSO参加機関
【場 所】オンライン（Microsoft Teams）

今回の総会を持ちまして、産業技術総合研究所のDSO事務局と
しての任期は満了となり、森林研究・整備機構に事務局が引き継
がれます。1年間、本当にありがとうございました。産業技術総
合研究所は引き続きDSO幹事機関として努めて参りますので、今
後ともよろしくお願いいたします。

事務局からのお知らせ
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